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安
倍
晋
三
元
首
相
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、
容
疑
者
は
、
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
名
称
世
界
基
督
教
統
一
神
霊
協

会
。
以
下
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
と
略
）
の
信
者
で
あ
る
母
親
が
「
多
額
の
寄
付
を
し
て
破
産
さ
せ
ら
れ
、
家
庭
生

活
が
滅
茶
苦
茶
に
さ
れ
、
統
一
協
会
に
恨
み
が
あ
っ
た
」
と
供
述
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
容
疑
者
は
「
去
年
九
月
、
統
一
協
会
の
代
表
ら
が
設
立
し
た
天
宙
平
和
連
合
（
Ｕ
Ｐ
Ｆ
）
の
集
会
に
寄
せ
ら
れ
た
安

倍
元
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
た
こ
ろ
に
殺
害
を
決
意
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
下
院
の
外
交
委
員
会
国
際
機
構
小
委
員
会
（
フ
レ
ー
ザ
ー
委
員
会
）
の
最
終
報
告
書
で
は
、
「
文
鮮

明
が
関
係
し
て
い
る
多
数
の
教
会
、
企
業
、
委
員
会
、
財
団
そ
の
他
の
集
団
は
、
文
の
中
央
集
権
的
な
指
導
と
統
制
下
に
あ
る

実
質
上
単
一
の
世
界
的
機
関
の
一
部
分
で
あ
る
」
「
こ
れ
ら
の
多
数
の
組
織
の
あ
い
だ
に
は
、
主
と
し
て
諸
組
織
間
の
人
事
異

動
や
財
政
の
混
合
の
点
で
、
あ
れ
こ
れ
の
構
成
要
素
を
一
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
使
用
す
る
点
で
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
文
と

い
う
人
物
に
お
い
て
、
た
え
ま
な
い
、
緊
密
な
交
流
が
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
文
鮮
明
機
関
」
と
呼
ん
で
い

る
。 

 

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
は
、
国
際
勝
共
連
合
、
原
理
研
究
会
、
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
世
界
日
報
、
世
界
平
和
女
性



 

２ 

 

連
合
、
天
宙
平
和
連
合
、
世
界
戦
略
総
合
研
究
所
、
勝
共
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
な
ど
様
々
な
顔
を
持
ち
活
動
し
て
い
る
が
、
こ
の
質
問

主
意
書
で
は
、
こ
れ
ら
を
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
も
し
く
は
「
統
一
協
会
系
団
体
」
と
呼
ぶ
。
） 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
は
、
組
織
的
な
活
動
と
し
て
、
先
祖
因
縁
や
霊
界
の
恐
怖
を
煽
る
脅
迫
的
行
為
に
よ
っ

て
、
国
民
・
信
徒
に
対
し
て
社
会
的
に
不
相
当
な
高
額
な
献
金
・
物
品
購
入
を
強
い
る
（
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
）
な
ど
、
大

き
な
被
害
を
広
げ
て
き
た
。
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
に
よ
る
と
、
把
握
さ
れ
て
い
る
被
害
は
、
一
九
八
七
年
か

ら
二
〇
二
一
年
ま
で
に
、
三
万
四
千
五
百
三
十
七
件
、
被
害
額
は
、
千
二
百
三
十
七
億
円
余
に
の
ぼ
る
。
「
統
一
協
会
（
家

庭
連
合
）
」
の
「
霊
感
商
法
」
は
、
刑
事
裁
判
で
断
罪
さ
れ
、
民
事
裁
判
で
も
違
法
性
が
繰
り
返
し
認
定
さ
れ
て
き
た
。 

 
 

ま
た
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
伝
導
・
教
化
活
動
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
被
勧
誘
者
に
対
す
る
違
法
な
行
為

で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
一
連
の
判
決
が
で
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
十
月
三
十
一
日
の
札
幌
高
裁
判
決
な
ど
）
。 

 
 

政
府
と
し
て
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
反
社
会
的
な
行
為
を
、
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。
把
握
し
て
い
る
内

容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
を
ど
う
総
体
的
に
認
識
し
て
い
る
の

か
、
示
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

二 

一
九
八
七
年
六
月
四
日
参
院
決
算
委
員
会
で
、
佐
藤
昭
夫
議
員
が
、
「
統
一
協
会
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
に

よ
る
組
織
的
違
法
活
動
へ
の
対
処
を
求
め
た
の
に
対
し
、
遠
藤
要
法
務
大
臣
は
「
刑
罰
に
か
か
わ
る
問
題
の
と
き
に
は
厳
正

な
対
応
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
ま
た
そ
の
根
を
絶
や
す
方
途
も
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
だ
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
に
よ
れ
ば
、
今
日
な
お
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
（
「
統
一
協
会

系
団
体
」
含
む
）
に
よ
る
被
害
が
続
い
て
い
る
。 

 

１ 

今
日
に
い
た
る
ま
で
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
の
反
社
会
的
な
行
為
の
根
を

絶
や
す
方
途
の
検
討
は
、
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
に
よ
る
霊
感
商
法
等
に
つ
い
て
、
政
府
は
「
違
法
行

為
が
あ
れ
ば
各
種
の
法
令
を
適
用
し
て
、
厳
正
な
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
く
所
存
」
（
一
九
八
七
年
七
月
二
十
八
日
衆

院
地
方
行
政
委
員
会
）
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
警
察
は
ど
う
取
り
締
ま
っ
て
き
た
の
か
。
警
察
が
、
「
統
一
協
会
（
家
庭

連
合
）
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
に
よ
る
霊
感
商
法
等
に
つ
い
て
、
詐
欺
罪
、
恐
喝
罪
、
脅
迫
罪
、
特
定
商
取

引
法
（
旧
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
）
、
薬
機
法
（
旧
薬
事
法
）
、
迷
惑
防
止
条
例
等
を
適
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
検



 

４ 

 

挙
し
た
件
数
は
何
件
か
。
う
ち
有
罪
と
な
っ
た
も
の
は
何
件
か
。
可
能
な
限
り
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

３ 
消
費
者
行
政
と
し
て
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
の
霊
感
商
法
等
（
高
額
献
金

を
含
む
）
に
対
し
て
、
国
民
生
活
を
守
る
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
の
霊
感
商
法
等
の

相
談
件
数
、
平
均
契
約
金
額
、
手
口
、
契
約
当
事
者
の
特
徴
な
ど
を
国
は
把
握
し
て
い
る
か
。
「
統
一
協
会
（
家
庭
連

合
）
」
（
「
統
一
協
会
系
団
体
」
含
む
）
の
霊
感
商
法
等
の
被
害
件
数
、
被
害
額
は
、
行
政
処
分
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
行
政
処
分
の
検
討
は
こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
。 

 

４ 

人
権
擁
護
局
や
全
国
の
法
務
局
に
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
に
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
「
入
信
者
」
の

家
族
か
ら
、
「
入
信
者
の
家
族
の
所
在
を
知
り
た
い
」
「
入
信
者
と
連
絡
を
と
り
た
い
」
「
入
信
者
を
救
出
し
た
い
」
な

ど
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
に
関
わ
る
相
談
は
こ
れ
ま
で
何
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
、
可
能
な
限
り
答
え
ら
れ
た

い
。
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
に
か
か
わ
る
多
数
の
相
談
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
可
能

な
限
り
答
え
ら
れ
た
い
。 

三 

深
刻
な
被
害
が
広
が
る
中
、
警
察
が
全
国
的
に
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
霊
感
商
法
等
の
違
法
行
為
の
摘
発
を
す



 

５ 

 

す
め
、
二
〇
〇
七
年
秋
以
降
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
特
定
商
取
引
法
違
反
、
薬
事
法
違
反
、
公
選
法
違
反
な
ど
で
、
十
三

件
、
三
十
人
以
上
の
信
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
新
世
事
件
」
の
二
人
は
懲
役
刑
（
執
行
猶
予
つ
き
）
、
そ
れ
以
外

は
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
摘
発
の
際
、
警
察
は
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
系
の
ダ
ミ
ー
会
社
だ
け
で
な

く
、
各
地
の
教
会
に
つ
い
て
も
強
制
捜
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

 
 

新
世
事
件
の
判
決
で
は
、
信
者
ら
の
販
売
活
動
は
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
「
相
当
高
度
な
組
織
性
が
認
め
ら

れ
る
継
続
的
犯
行
の
一
環
」
と
さ
れ
た
。 

 
 

一
方
、
新
世
事
件
の
摘
発
を
う
け
て
、
二
〇
〇
九
年
に
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
は
、
会
長
名
で
「
教
会
指
導
者
に

対
す
る
注
意
と
指
導
」
と
題
す
る
文
書
を
二
度
に
わ
た
っ
て
公
表
し
た
が
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
組
織
的
責
任

を
認
め
る
も
の
で
は
な
く
、
信
者
の
個
人
的
な
活
動
だ
と
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
に
よ
る
と
、
そ
の
後
も
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
被
害
は
続
い
て
い
る
。

政
府
は
、
二
〇
〇
九
年
以
降
も
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
が
お
こ
な
う
、
先
祖
因
縁
や
霊
界
の
恐
怖
を
煽
る
脅
迫
的

行
為
に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
不
相
当
な
高
額
な
献
金
を
強
い
る
等
の
被
害
が
続
い
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
る
か
。
被
害
の
根

絶
に
向
け
て
、
捜
査
姿
勢
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。 



 

６ 

 

四 

宗
教
法
人
法
は
、
第
八
十
一
条
に
お
い
て
、
「
裁
判
所
は
、
宗
教
法
人
に
つ
い
て
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
事
由
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
は
、
所
轄
庁
、
利
害
関
係
人
若
し
く
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
そ
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
、
一
と
し
て
、
「
法
令
に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
行
為
を

し
た
こ
と
」
、
二
と
し
て
、
「
第
二
条
に
規
定
す
る
宗
教
団
体
の
目
的
を
著
し
く
逸
脱
し
た
行
為
を
し
た
こ
と
」
を
挙
げ
て

い
る
。 

 
 

問
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、
立
件
さ
れ
た
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
信
者
ら
の
霊
感
商
法
な
ど
の
販
売
活
動
は
、

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
「
相
当
高
度
な
組
織
性
が
認
め
ら
れ
る
継
続
的
犯
行
の
一
環
」
と
す
る
判
決
が
出
て
い

る
。
二
〇
〇
九
年
以
降
に
も
違
法
な
献
金
勧
誘
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
が
複
数
の
判
決
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
統
一
協

会
（
家
庭
連
合
）
」
が
、
霊
感
商
法
や
自
己
破
産
に
追
い
込
む
ほ
ど
の
献
金
勧
誘
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
は
「
法
令

に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
行
為
」
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

問
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
青
春
を
返
せ
裁
判
」
に
お
い
て
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
伝
導
・
教
化

過
程
に
つ
い
て
、
被
勧
誘
者
に
対
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
判
決
が
で
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
十
月
三
十
一

日
の
札
幌
高
裁
判
決
な
ど
）
。
こ
れ
は
、
「
法
令
に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る



 

７ 

 

行
為
」
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

こ
れ
ら
の
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
違
法
行
為
は
、
「
一
部
の
教
会
員
の
行
き
過
ぎ
た
活
動
」
で
は
な
く
、
長
年

に
わ
た
り
、
組
織
的
な
活
動
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
の
認
識
は
あ
る
か
。 

 
 

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
活
動
は
、
霊
視
商
法
詐
欺
事
件
の
詐
欺
行
為
を
理
由
に
宗
教
法
人
の
解
散
命
令
が
出
さ

れ
た
「
明
覚
寺
」
を
大
き
く
上
回
る
被
害
額
を
出
し
て
い
る
。
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
に
よ
る
被
害
根
絶
の
た
め

に
、
宗
教
法
人
法
第
八
十
一
条
に
基
づ
く
、
解
散
命
令
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

五 

フ
ラ
ン
ス
で
は
カ
ル
ト
の
被
害
の
防
止
の
た
め
の
法
律
（
「
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
を
侵
害
す
る
セ
ク
ト
的
団
体
の
防

止
お
よ
び
取
締
を
強
化
す
る
二
〇
〇
一
年
六
月
十
二
日
の
法
律
」
）
が
作
ら
れ
て
い
る
。
同
法
で
は
、
カ
ル
ト
法
人
等
や
そ

の
幹
部
が
、
複
数
回
、
詐
欺
な
ど
法
律
の
定
め
る
犯
罪
を
複
数
回
宣
告
さ
れ
た
時
は
、
解
散
が
宣
告
さ
れ
う
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
に
か
か
わ
っ
て
、
「
重
大
ま
た
は
反
復
し
た
圧
力
行
為
ま
た
は
判
断
を
歪
め
う
る

技
術
の
結
果
、
心
理
的
ま
た
は
身
体
的
服
従
状
態
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
者
に
重
大
な
損
害
を
与
え
う
る
作
為
ま
た
は

不
作
為
に
導
く
た
め
に
、
そ
の
者
の
無
知
ま
た
は
脆
弱
状
態
を
不
法
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
三
年
の
拘
禁
刑
お
よ
び
三
十
七

万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
」
な
ど
と
す
る
無
知
・
脆
弱
状
態
不
法
利
用
罪
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 



 

８ 

 

 
 

こ
う
し
た
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
カ
ル
ト
の
被
害
の
防
止
の
た
め
の
法
的
規
制
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。 

六 

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
「
信
者
」
の
子
ど
も
た
ち
（
い
わ
ゆ
る
統
一
協
会
二
世
）
か
ら
、
親
の
「
献
金
」
に
よ

る
困
窮
や
信
教
の
自
由
、
結
婚
・
恋
愛
の
自
由
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

 
 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
「
統
一
協
会
」
被
害
者
の
運
動
か
ら
生
ま
れ
た
「
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
」
（
家
族
と
個
人
を
守
る
会
全
国
連

合
）
が
、
公
益
団
体
と
し
て
国
か
ら
補
助
を
受
け
て
、
研
究
、
対
策
、
被
害
者
の
救
済
、
情
報
提
供
、
予
防
な
ど
の
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。 

 
 

「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
な
ど
の
カ
ル
ト
の
被
害
に
つ
い
て
、
カ
ル
ト
問
題
に
と
り
く
む
民
間
団
体
へ
財
政
的
支
援

を
お
こ
な
う
な
ど
民
間
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
「
二
世
」
の
み
な
さ
ん
の
苦
し
み
も
含
め
て
、
被
害
者
救
済
・
支
援
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

ま
た
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
の
「
信
者
」
が
子
等
に
、
子
等
の
意
思
に
そ
む
い
て
「
信
仰
」
を
押
し
つ
け
る
こ

と
は
、
児
童
虐
待
に
当
た
る
と
考
え
る
か
。
親
が
子
ど
も
の
奨
学
金
を
献
金
に
回
す
な
ど
、
行
き
過
ぎ
た
献
金
に
よ
り
子
ど

も
が
進
学
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
児
童
虐
待
に
あ
た
る
か
と
考
え
る
か
。
カ
ル
ト
教
団
の
信
者
で
あ
る
親
の
行



 

９ 

 

動
で
、
子
ど
も
の
人
権
が
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
児
童
相
談
所
や
自
治
体
は
積
極
的
に
行
動
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 

七 

全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
は
、
繰
り
返
し
、
国
会
議
員
に
対
し
て
、
統
一
協
会
や
そ
の
ダ
ミ
ー
組
織
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
、
賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
、
選
挙
で
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
信
者
ら
か
ら
の
支

援
を
受
け
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
は
反
社
会
的
団
体
で
あ
り
、
違

法
活
動
に
お
墨
付
き
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
、
政
治
家
に
よ
る
お
墨
付
き
は
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
に
よ
る
反
社

会
的
な
活
動
を
容
易
に
し
、
ま
た
、
そ
の
反
社
会
的
活
動
の
是
正
を
困
難
に
す
る
も
の
と
し
て
悪
用
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
。 

 

１ 

岸
田
内
閣
の
、
閣
僚
、
副
大
臣
、
政
務
官
で
、
「
統
一
協
会
系
団
体
」
の
催
し
に
、
参
加
し
た
り
、
賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
出
し
た
者
が
い
れ
ば
、
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

岸
田
内
閣
の
、
閣
僚
、
副
大
臣
、
政
務
官
で
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
「
統
一
協
会
（
家
庭
連
合
）
」
信
者
ら
か
ら
支
援

を
受
け
た
者
が
い
れ
ば
、
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

岸
田
内
閣
の
、
閣
僚
、
副
大
臣
、
政
務
官
で
、
自
ら
が
代
表
を
つ
と
め
る
政
党
支
部
や
自
ら
の
資
金
管
理
団
体
、
関
係



 

１０ 

 

政
治
団
体
に
対
し
て
、
「
統
一
協
会
系
団
体
」
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
役
員
か
ら
、
寄
付
を
受
け
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を

購
入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
者
が
い
れ
ば
、
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
逆
に
、
「
統
一
協
会
系
団

体
」
に
会
費
を
支
払
っ
て
い
る
者
が
い
れ
ば
、
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

岸
田
内
閣
の
、
閣
僚
、
副
大
臣
、
政
務
官
で
、
「
統
一
協
会
系
団
体
」
か
ら
、
秘
書
を
受
け
入
れ
て
い
る
者
が
い
れ

ば
、
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

政
治
家
が
「
統
一
協
会
系
団
体
」
の
催
し
に
参
加
し
た
り
、
賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
自
体
が
、
「
統
一
協
会

（
家
庭
連
合
）
」
の
反
社
会
的
活
動
を
容
易
に
し
て
い
る
と
の
認
識
は
あ
る
か
。
今
後
、
岸
田
内
閣
の
閣
僚
、
副
大
臣
、

政
務
官
は
、
問
七
の
１
～
４
に
挙
げ
た
行
為
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


